








できると、 竹澤氏は続けます。

　「『ティラノサウルス　歯』『隕石　絶滅　なぜ』といったキーワー

ドが集中していれば、 恐竜について強い関心があるとわかりま

す。 それは、 その子の可能性を拡げる手がかりになるでしょう。

意外な面が見つかり、 先入観を修正することにつながるかもし

れません。 また一方で、 深刻な悩みがキーワードから見つかり、

遅刻や欠席数も増えているといった状況を鑑みて、 早急に対応

することができた事例も生まれています」（竹澤氏）

学校やクラスなどの集団の傾向をつかみやすくするために、

ダッシュボードには、 Azure Machine Learning により作成さ

れた AI の力も使われています。「個性的で集団との関係を重

視しない傾向」「前向きで存在感があり活動的な傾向」といった

5 つのグループの割合や推移が表示されていますが、 この分類

は AI のクラスタリング分析に基づいています。

　「注意すべきは、 AI はあくまでも回答を機械的に分けているだ

けで、 意味づけをしていないということです。 分類の定義、 説明

欄の言語化は、 実際に複数の学校で試行的にアンケートを実施

し、 そのクラス担任とも議論を重ね、 特徴・特性等を把握し、 言

語化しています。 傾向の把握は現状の把握だけでなく、 将来に

つなげる意図もあります。 データと知見が蓄積されていけば、

『大人しくて自信がない傾向の子には、 こうしたアプローチが有

効』といった、 より深い支援も可能になるのではと考えています。

こうした傾向の把握に関しては、 あくまで児童生徒の一側面で

あることに注意し、 子どもたちの実際の姿と併せて、 個に応じた

支援のための参考として活用するよう伝えています。」（竹澤氏）

　ダッシュボードによってチームとしての支援が可能になったと、

篠原氏・竹澤氏の両名は言います。

　「教育委員会側の状況把握は、 従来、 学校の報告に頼っていま

したが、 Power BI のダッシュボード上でアンケートや出欠状況・

キーワードなどを一覧できることによって、 より具体的な支援がで

きるようになりました。 学校側としても同様で、 個々の子どもの

課題を担任が抱え込むのではなく、 状況を管理職とも共有して、

チームとして迅速に対応できるようになっています」（篠原氏）

　「Power BI のダッシュボードによって情報共有にかかる時間

が短縮されたことで、 教員と子どもたちの会話により時間を割け

るようになったという声が早くも上がっています。」（竹澤氏）

　データを利活用する上で最も大切にしたことは「教員や保護者

とも目的や理念を共有し、 理解を得ながら進めること」だったと、

篠原氏は続けます。

　「どのような目的のために、 どのようなデータをどのように活用

するのかを明らかにし、 理解を得ながら進めていくことが教員、

子ども、 保護者の関係を築く上で必要不可欠です。 これまでも

区が貸与しているタブレットの利用履歴を収集・管理しているこ

とは周知してきました。 今回のダッシュボードは、 これまで学校

が個別に把握していた複数の情報を集約し可視化したものでは

ありますが、 より丁寧に取り組みの趣旨等を説明していくことが

必要と考え、 ダッシュボードの展開前には改めて保護者等に周

知を行いました。『児童生徒へのきめ細やかな指導・支援及び

学校運営、 教育施策の改善等に活かすため』という目的を関係

者にも理解していただくよう、 ダッシュボードのイメージ画面も含

めて伝えています。」（篠原氏）

　今後は、 学校現場の利用動向を見ながら、 ダッシュボード活用

ノウハウを高めていきたいと、 篠原氏は語ります。

「日頃、 子どもたちと接している教員であれば、 ダッシュボード

の活用により新たな気づきを得ることができると思います。

Power BI は研修などをおこなわずともすぐ使えるツールですの

で、 まずはすべての教員に触れてもらい、 それから、 さまざまな

活用実践などを学校間で共有していきます。 昨今、 子どもたち

のおかれている環境や一人ひとりの思いや願いは多様化し、 こ

れまで以上に、 より丁寧で適切な子ども理解による指導や支援

が求められています。 教員の経験と勘に加えて、 客観的な教育

データを利活用して、 教員が多面的に個々の子どもたちの思い

や願いを捉え、 指導・支援等のさらなる充実を図ることを目指し

ていきます。 ダッシュボードは、 あくまで児童生徒の一側面を可

視化したものです。 ダッシュボードを活用し、 これまで以上に子

どもたちとの対話を重視し、 One on One の時間をより濃密な

ものにするとともに、 データの読み取り方なども現場と共に磨き

上げていきたいと思っています」（篠原氏）

さらに渋谷区では、 「子どもたち自身が見るためのダッシュ

ボード」の開発も進められています。

　「既存ダッシュボードの利活用促進と平行して、 子どもたち自

身が見て、 学習意欲や自己肯定感を高められるような、 新しい

仕組みの開発を進めています。 現在はコンセプトを固めて、 使う

データの選定を始めているところです」（竹澤氏）

　最後に、 篠原氏は今後をこのように展望しました。

　「いま渋谷区は、『未来の学校づくり』に取り組んでいます。 こ

れからの 20 年間で 22 校を建て替えていく予定です。 新たな

学校を整備していく上で、 未来を見据えた ICT 環境を整備して

いきたいと思っています。 教育データの利活用は、 正解が定まっ

ているわけではありません。 今回の事例は､あくまでも渋谷区の

想いを体現したものです。 各自治体の取り組みからも学び、 ブ

ラッシュアップすることによって、 未来の子どもたちの幸福につな

げていければと思います」（篠原氏）

Microsoft Azure の基盤上に教育データを集約し、 システムを

内製化、 Power BI を参照することで、 きめ細やかな支援・指導が

できるようになった渋谷区。「目的を明確にしたプロジェクトチーム

の編成」「スモールスタートからの着手」「利用者目線で使いやす

いツールの工夫」「関係者との丁寧なコミュニケーション」といった

行動の積み重ねが、 プロジェクトの成功をもたらしました。 未来の

教育のあり方のひとつが、 ここから生まれていくことでしょう。

自動・生徒個人状況シート（サンプル） クラス状況シート（サンプル）

データ活用をブラッシュアップして、

未来の教育を目指す

教育データの活用について詳しくはこちら▶

ダッシュボードの一例。 学校全体→クラス状況→個人状況とクリックなどの簡単なマウス巣操作で深く情報を見ることができる。

（左）学校全体の俯瞰シート : 各クラスの状況を把握、 傾向分類やアンケートの推移などからクラスや個人の変化を見て、 クラス経営などに活かす。

（右）クラス状況シート : クラスの出欠席や最新のアンケート結果、 心の状態データなどをサマリで確認する。

児童・生徒個人状況シート（サンプル）

自動・生徒個人状況シート（サンプル）

“日頃、 子どもたちと接している教員であれば、 ダッシュボードの活用により

新たな気づきを得ることができると思います。 Power BI は研修などをおこなわずともすぐ使えるツールですので、

まずはすべての教員に触れてもらい、 それから、 さまざまな活用実践などを学校間で共有していきます”

個人状況シートでは、 子供の理解のため、 日頃の学校生活の中で

気になる児童生徒の個別の状況を多様なデータから見ることができる。

教員向け基本操作マニュアルの一部

簡単な操作でデータを閲覧できる点を、

マニュアルを用いて丁寧に教員に説明していった。
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全国の教育現場で実現された ICT 活用事例一覧

愛知県立一宮高等学校
いつもの Office に生成 AI
～県立高校でも活用広がる、
校務 DX の可能性

京都府教育委員会
大規模 DX 研修と
生成 AI への期待

茨城県つくば市
教育現場における AI 
活用研修で目指す未来

長野市教育委員会 
メタバース空間で子どもたちの
居場所を作る、
教育版マインクラフトの活用

仙台育英学園
いつもの Office にも生成 AI 
〜Microsoft 365 Copilot で
校務 DX〜

佐賀県立致遠館高等学校
Copilot×Surface で学ぶ
プログラミング、
学校が挑む生成 AI 活用

デジタルハリウッド大学 教授 
学長補佐  佐藤 昌宏 氏
生成 AI との向き合い方。
そして、 今後の行方　　　　

足立学園中学校・高等学校＆
東京学芸大学附属小金井小学校
授業で取り扱う教材や確認テスト
問題のたたき台を作成する

東京学芸大学附属
小金井小学校
「教師が担えること」こそ
重要になる教育への生成 AI 活用 

青山学院大学中等部
生成 AI で教育が大きく変わる！
 ～ Copilot 活用事例～

鹿児島市教育委員会
ティーチング・アシスタントとして
の 生成 AI の活用 

渋谷区教育委員会
生成 AI の導入と教員の
利活用について

つくば市立
みどりの学園義務教育学校
Microsoft 365 で実現する

日常と次世代の学び 

大阪市教育委員会
生成系 AI を活用した取組

合同会社未来教育デザイン
平井 聡一郎 氏
NEXT GIGA の授業デザイン

～ KPI から考える学校 DX ～

立教池袋中学校・高等学校
1 人 1 台の Surface Pro と 
Microsoft 365 を活用した ICT 教育

鹿児島県教育庁
「ICT による学びの変革」
のための第 1 歩

和歌山県教育委員会
高校教育の一歩先を。 
IT の導入と実践・運用の最適解を探る

東京都渋谷区
区立小中学校のすべての児童
生徒向けに「Surface Go 2」を導入

立教池袋中学校・高等学校
教職員用デバイスに Surface Book
を選択し、 授業の質を向上

低スペックの 1 人 1 台
PC を生徒は使わない！
高校 GIGA、 情報科教員が語る
ICT 環境整備のポイントとは

九州国際大学付属
高等学校・付属中学校
Surface の導入で ICT の
利用頻度が一変

荒川区教育委員会
Microsoft 365 A5 と AVD と
GIGA 端末でもっと子供たちに
向きあえる時間を

渋谷区教育委員会
子供の Well-being を目指した
教育ダッシュボード

渋谷区教育委員会
ダッシュボードを Power BI で構築

つくば市教育委員会
「教育ダッシュボード」を、
Power BI で構築 

聖徳大学付属 取手聖徳
女子中学校・高等学校
探究学習を支えるのは
心理的安全性…データ活用に挑む

聖徳大学附属 取手聖徳
女子中学校・高等学校
データを統合して
真の探究的な学びの環境を構築

岐阜県教育委員会
県立高校のすべての生徒に 
1 人 1 台の Surface Go 2 を導入

愛媛県立西条農業高等学校
Windows タブレットで
「スマート農業」の担い手を育てる

兵庫県立西宮今津高等学校
ICT 活用で先生の負担を軽減

渋谷区教育委員会
シブヤの街と教育環境を
最大限活用する学び

特別鼎談：専門家が語る
マインクラフトの教育的効果、
学びを広げるための
大人の役割

山梨県立甲府西高等学校
Power Automate によって
生徒が健康管理アプリを開発

佐賀県立佐賀商業高等学校
「ICT が得意な若手」だけに
頼らない多様なチームを編成

信州大学 
名誉教授 東原義訓 氏
「できる ICT 授業」その後の
広がりについて

東京大学公共政策大学院
教授 鈴木寛 氏
教育版マインクラフトが
生成 AI 時代にもたらす価値とは？

佐賀県立佐賀商業高等学校
”生徒目線の”
ICT 教育のメリットとは

つくば市立学園の森
義務教育学校
分散登校でも Teams オンライン
授業でクラスがひとつに

佐賀県立佐賀商業高等学校
進路指導での Teams 活用方法や、
動画教材の意外な効果とは

子どもたちが Onenote を
使うメリットとは

聖徳大学附属 取手聖徳
女子中学校・高等学校
先生の手作りアプリで校務を改善

東京学芸大学附属
小金井小学校
諸外国の支援実践から追求する
インクルーシブ教育

東京都教育委員会
都立学校における
学習支援サービスの活用

立命館小学校
Teams Live 機能で
卒業式をライブ配信

つくば市立学園の森
義務教育学校（先生編）

Microsoft GIGA スクール 
教員の働き方改革 ！

大阪市立東三国小学校
「やってみよう」が学校生活を
変える、 ICT 活用の取組み

大阪市立北鶴橋小学校
ゼロから始めたオンライン学習で
変化した児童の学び

大阪市立小路小学校
児童の笑顔が変えた教員の意識、
オンライン学習の取組み

先生たちが Onenote を
使うメリットとは

今日から
「できる ICT 授業」セミナー 

AI 活用 学習／校務アプリ

セキュリティ

デバイス

データ活用

舞鶴市教育委員会
組織の理想から逆算する
ネットワーク構築 
- 何のためのゼロ トラスト ?

愛知県教育委員会
クラウド活用による
教育 DX 推進と情報セキュリティを
両立させる基盤の構築

福井県教育委員会
次世代校務 ゼロトラスト対応により
校務 DX を実現 福井県の挑戦

秋田県教育委員会
県がグランドデザインを描く
次世代校務 DX の推進

山口県教育委員会
Microsoft 365 A5 ライセンスを
ベースにした次世代の
校務デジタル化の取組について

鴻巣市教育委員会
先生の働きやすい環境を
整えたら学校が変わってきた

文部科学省
Microsoft 365 E5 と
Microsoft Azure を用いた
中央省庁初のフルクラウド化

株式会社 MetaMoJi / 
市原中央高等学校
学びを止めない環境をセキュアな 
SaaS 利用を通じて作る

聖徳大学附属 取手聖徳
女子中学校・高等学校
Microsoft 365 A5 ライセンスで
「探究する学校」の実現

岐阜県教育委員会
教員のスマホで「多要素認証」
～教員の働き方をもっと自由に

流山市教育委員会
文科省推奨のセキュリティ基盤上
でのデータを活用した新たな教育

導入事例記事一覧はこちら
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Microsoft Education の WEB サイトはリニューアルしました

本リーフレットついてのお問い合わせ

本リーフレットに記載された情報は制作当時 (2025 年 4 月 ) のものであり、 閲覧される時点では、 変更されている可能性があることをご了承ください。
本リーフレットは情報提供のみを目的としています。 Microsoft は、明示的または暗示的を問わず、 本書にいかなる保証も与えるものではありません。
製品に関するお問い合わせは次のインフォメーションをご利用ください。
■インターネット ホームページ https://www.microsoft.com/ja-jp/
■マイクロソフト カスタマー インフォメーションセンター 0120-41-6755 （9:00 ～ 17:30 土日祝日、 弊社指定休業日を除く） ※電話番号のおかけ間違いにご注意ください。
＊記載されている、会社名、 製品名、ロゴ等は、各社の登録商標または商標です。
＊製品の仕様は、予告なく変更することがあります。予めご了承ください。 

Microsoft Education の最新ガイドとカタログ
教育機関向けの最新資料とカタログを一挙公開。

Microsoft Teams、 Windows デバイス、 生成 AI ツールなど、

ICT を活用した学びと業務の最適化を実現する方法を詳しく解説しています。

Minecraft Education （教育版マインクラフト）
Minecraft Education は、 教育現場でプログラミング的思考を中心とした

様々な資質・能力を育成するためのアプリです。 ゲーミフィケーションによって

学習への興味を引き出し生徒が楽しみながら学べる環境を提供します。

ICT ツール使い方ガイド
生成 AI や ICT ツールを活用し、 授業や校務の効率化を実現する方法を解説します。

次世代教育を支える実践ガイドです。

https://www.microsoft.com/ja-jp/biz/education/edu-catalog
https://www.microsoft.com/ja-jp/biz/education/minecraft-education
https://www.microsoft.com/ja-jp/biz/education/gigaschool-make-good-use#tabs2-1



